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本研究は、社会言語学的観点から日韓両言語の呼称表現を共時的に対照分析したものである。内容
は、先行研究を踏まえつつ、親族呼称、一般呼称、職場呼称の三つのカテゴリーにおける呼称使用の
実態と呼称接尾辞の意味機能について対照分析し、分析結果に基づき、社会言語学的観点から両言語
の類似点と相違点を明らかにしようとしたものである。
そのためにまず行ったのがコーパスの収集であった。調査方法としては、自己記入式のアンケート
調査と面接調査、およびインタビュー調査を、日韓両国で実施した。
こうして収集したデータ（総１３６６人）を統計ソフトのエクセルを用いて統計処理し､各カテゴリー
ごとに日韓両言語の類似点と相違点を明らかにした。以下に本研究で明らかになった事柄についてま
とめておく。
今回の調査で得られた呼称表現形式と筆者の内省に基づいて、日韓の呼称表現を１８種類に類型化
した。そこで見られた相違点を以下に示す。
①「身分職階名」型は、韓国語においては見られない。
②「姓（名）＋身分職階名」型は、日本語が上司に対しても用いるのに対して、韓国語のこの類は、
上司に対しては用いることができず、同僚や部下にだけ用いる。
③「姓（名）＋身分職階名十呼称接尾辞」型は､韓国語においては多く用いられているのに対して、
日本語においては見られない。
④日本語においては「親族語呼称十呼称接尾辞」型が一般的な形式であり、韓国語においては「親
族語呼称」型が一般的である。
⑤「姓（名）＋普通名詞」型、「姓（名）＋普通名詞十呼称接尾辞」型、「姓（名）＋助詞」型は日
本語には見られない。
以上に挙げた①～⑤以外は、日韓両言語にほぼ共通して見られた。（第２章参照）
呼称接尾辞の中で最も多く用いられている日本語の「～サン」と韓国語の「～ＳＳｉ」を対照分析し
た。「～サン」と「～ＳＳｉ」を取り上げた理由は、この二つの呼称接尾辞が同じ意味機能を成している
とされてきたことによるものであった。日本語の「～サン」が付く呼称表現を集めてみたが、総数は
60種になった。その６０種を韓国語に直してみた結果、「～サン」に「～ＳＳｉ」が対応するのは、固有
名詞（｢姓｣・｢名」。｢姓名｣）に付く３種にすぎず、「～ｎｉｍ」に対応する表現が１７種、「～bun」に対
応する表現が３種､そして残りの「～サン」は、の接尾辞に対応することが分かった。このことから、
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日本語の「～サン」は、韓国語の「～ＳＳｉ」に比べてはるかに広い範囲で用いられていることと、「～
サン」と「～ＳＳｉ」の意味機能は多くかけ離れていることが明らかになった。（第３章参照）
鈴木孝夫（1973）の「虚構的用法第２種」について考察し､親族に対して用いられている親族語呼
称とその他の類が性別。世代別にどのようなメカニズムで用いられているのかなどについて詳しく考
察した。また、父方の親族と母方の親族に対して用いる呼称形式の相違点や親族語呼称以外の呼称と
してどのような呼称が用いられているか、配偶者の万の親族に用いる呼称形式についても明らかにし
た。
日本語には「虚構的用法第２種」が見られるものの、男性に比べて女性においてより多く見られ、
２０．３０歳代に比べて５０歳代において最も多く見られた。韓国語においては、「虚構的用法第２種」
が見られたのは、「配偶者の兄」・「配偶者の姉」。「配偶者の弟」。「配偶者の妹」に対してのみ現れた。
この４人の相手以外の親族に対しては自己に基準をおいて呼びかけることが明らかになった｡つまり、
韓国語においても「虚構的用法第２種」が見られるものの、その対象が日本のそれと多くかけ離れ
ていることが明らかになった。
また、日本語には父方と母方に用いる呼称には形式の相違が見られなかったが、韓国語においては
形式の相違が見られた。つまり､父方には「chin-」や「ｊ」接頭辞を､そして母方には「oe-」や「の」
接頭辞を添えて用いることが明らかになった。（第４章参照）
一般呼称として用いられている呼称（親族語呼称とその他の類）の種類と性別。世代。親疎との相
互関係について触れつつ、「親族語呼称の拡大使用」について考察した。一般呼称として用いられて
いる呼称の形式は、日本語より韓国語の形式が著しく多様であることが分かった。また、「親族語呼
称の拡大使用」も韓国語が４１２％を占め、日本語の６７％に比べるとはるかに使用頻度が高いことが
明らかになった。
このことは、日本語の「姓十サン」の使用頻度と深い関係があった。つまり、「姓十サン」は、呼
びかける方と呼びかける相手との１性別。世代・親疎関係にほとんど配慮せずに用いることのできる呼
称であるのに対して、この呼称の意味機能を有している呼称が韓国語には見られない。そのため、韓
国語には「親族語呼称の拡大使用」が多く見られ、呼びかける方と呼びかける相手との属'性による呼
称の使い分けが目立つのであった。本来指示代名詞である「jeogiyo」類が呼称として多く用いられて
いることもまた、幅広く用いられている「姓十サン」のような呼称がないための結果であることが
分かった。（第５章参照）
両国の職場の中で用いる呼称の種類について、職業（公務員。会社員)、世代、性別による相違に
ついて触れつつ、職場での親族語呼称の使用は、両言語の著しい相違点であることを明らかにした。
職場呼称として用いられている呼称の中には、「職階名」や「姓。名」を用いて呼称したり、また
は、日本語の「～サン｣、「～クン｣、「～チヤン｣、韓国語の「～ＳＳｉ｣、「～ｎｉｍ｣、「～yang」のような
呼称接尾辞を用いる形式は両言語に共通して見られる現象であった。そして、戦後韓国に流入したと
されていて、戦後間もない頃はその使用率が高かったが最近はそれほど用いられなくなった外来語の
｢ＭｉｓｓｏＭⅢoMrsJの使用頻度が２７％確認できたが､この種類の呼称は､日本語には全く見られなかっ
た。
日韓両言語の職場呼称の相違点として見逃すことのできない点として、親族語呼称の使用の有無
を取り上げた。日本の職場では全く見られなかった親族語呼称が韓国の職場では僅かではあるが現れ
た。職場で用いられている親族語呼称の種類は、｢hyeong」類､｢nuna」類､そして「oppa｣、｢eonni｣、
｢dongsaeng」があったが、これらは皆兄弟（姉妹）同上において用いる呼称であった。この中でも、
妹が姉に対して用いる「eonm」だけが際立った数値を占めていたが、このことは､役職についている
女性が少ないことと関係があることが明らかになった。（第６章参照）
以上の分析の中で、日本語の「～サン｣、及び、それに相当する韓国語の呼称表現に注目しながら
論を進めてきた。日本語では、第３章の呼称接尾辞、第４章の親族呼称、第５章の一般呼称、そし
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て第６章の職場呼称の考察を通して「～サン」の使用率が高いことが確認できた。「～サン」の運用
の実態から、それと同じ意味機能を成しているとされてきた韓国語の「～ＳＳｉ」は､意味機能の面で多
くかけ離れていて、韓国語の「～ｎｉｍ」がより近い性格の呼称接尾辞である事が分かった。しかし、
｢～ＳＳｉ｣や「～ｍｍ」は､日本語の「～サン」のような広範囲の意味機能を有した呼称接尾辞ではなく、
韓国語の中には､日本語の「～サン」のような広範囲の意味機能を有した呼称接尾辞はない事が分かっ
た。そのため、韓国語では、「親族語呼称の拡大使用」が日本語のそれと比べて多く現れ、また、呼
称表現の形式が日本語のそれより多様であることとも密接な関係があることが分かった。つまり、韓
国語社会においては、自分と呼びかける相手との関係を考慮した上で双方の関係に最も相応しい呼称
を多様な呼称の中から選択することが要求される。親疎（呼びかける相手と親しい場合と親しくない
場合、そして親しくなりたい場合と距離を置きたい場合）。年齢（呼びかける相手が年上の場合、年
下の場合、同輩の場合）。性別（呼びかける相手が同性の場合と異性の場合）によって呼称表現を選
択しなければならない。これらの諸属'性は、またそれぞれが絡み合って、呼びかける相手に最も相応
した呼称表現を選び出すために働く。
また、韓国語の呼称表現については、全体主義から個人主義への移行、儒教思想の衰退、男性優越
主義からフェミニズムの拡大などが呼称使用にも大きな影響を及ぼしていることが分かった。親族語
呼称が存在するにもかかわらず、配偶者の親族に対して「姓。名」類で呼びかけることが許容され
ていること（→「41.4.配偶者の親族に用いる呼称について」を参照されたい）や外来語の「Ｍｉｓｓｏ
Ｍｒ.。Ｍｒｓ＋姓」に代わって「姓名十ＳＳｉ」がよく用いられるようになったこと（→「６１１両言語の
職場呼称の特徴」を参照されたい）などが影響を受けた例である。そして母方には「Ce‐（外)」を、
父方には「chin‐（親)」を用いるような、母方と父方の親族に対する親族語呼称の相違が僅かではあ
るが見られたが、このことも父方優先思想の家父長制が生んだ名残であって、儒教思想の衰退によっ
て「chin‐（親)」と「Ce‐（外)」で区別するような呼称表現は衰退していくに違いない（→「４１２
父方と母方の親族に対する呼称について」を参照されたい)。役職に付いている女性が少ないため職
場の中での「eonm」の使用率が高かったが、フェミニストの増加によって職場の中での「eonni」の
使用率は少なくなり､女'性に対しても「役職名」や｢姓名十ＳＳｉ｣が増えるであろう（→｢6212『eonni」
について」を参照されたい)。
ことばはそのことばが用いられている社会や文化が生み出したのである。そのために社会や文化が
違うとその社会の中で運用されていることばも違ってくる場合があるのは当然のことである。日本語
は日本の社会。文化が背景にあって創り出されて、韓国語は韓国の社会。文化が背景にあって創り出
されたのである。「～サン」と「～ＳＳｉ」の意味機能の違い、「親族呼称の拡大使用」の使用率の違い、
日本語には存在しない父方と母方に対する呼び分け、女性専用語（｢eonni｣、「oppa｣）と男性専用
語（｢hyeong｣、「nuna｣）の存在の多さなどはその良い例であろう。また、最近の社会の変化に伴っ
た「～SSi」の使用範囲の拡張､従来男性専用語であった「hyeong」の女性の使用、「gisa-ajeossi」と
｢ganhowon-agassi｣の「gisa-nim」と「ganhosa-mm｣への変化などもその具体例と言えよう。日本語
では、呼称使用の上で最近目立った変化が観察されないのに対して、特に、韓国においては、全体主
義から個人主義への変化やフェミニストの増加によって､親族語呼称を他人に使用する傾向は薄まり、
個人主義社会に相応しい呼称である「(姓）名十ＳＳｉ」の使用範囲も一層広くなるに違いない。
今後の課題として、まず、日本語の「～サン」と同じ意味機能を有しているとされてきた韓国語の
｢～ＳＳｉ」を対照分析し､｢～サン」の意味機能と「～ＳＳｉ」の意味機能には食い違いがあることを明らか
にしたが、呼称表現の運用は個人。状況。発話の際の心理状態などによっても使い方に違いが生じる
ことがあるため､もっと調査対象や場面などを細分化した研究が求められる。特に、日本語の｢～サン」
に対応する表現として最も多く現れた韓国語の「～ｍｍ」についてはさらに詳細な研究が求められる。
また、一般呼称と職場呼称における「親族語呼称の拡大使用」の現れ方について、両言語の相違点
を明らかにした。「親族語呼称の拡大使用」を、筆者は、①親族語呼称の一般呼称化、②会話のスト
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ラテジーとしての使用、であると述べた。ある親族語呼称が他人に対して用いられる時、「親族語呼
称の一般呼称化」と「会話のストラテジーとしての使用」の両方の機能が常に意識されて用いられて
いるとは一概に言えないであろう。ある場合は、親族語呼称としての意味を失い、一般呼称とほぼ同
一の働きをするものもあるとすれば、親族語呼称としての意味を保ちつつ、対人関係を円満に営むた
めのストラテジーとしての機能をしている場合もある。このことについては、インタビュー調査を通
して確認調査がさらに求められる。
一方､本論では､両言語の「親族語呼称の拡大使用」について考察したが、「親族語呼称の拡大使用」
が、今後どのような方向に向かうのか。つまり、一般的傾向として安定するのか、あるいは消滅して
いくのかといったような「親族語呼称の拡大使用」の研究と繋がっていくであろう。
最後に、本研究は呼称表現の総括的な研究であったため、学歴や地域社会の相違などがもたらす呼
称表現の種類やその使用意識などについては触れることができなかったが、今後の課題としたい。
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situation・Ｔｈｅｃｏｍｍｏｎｆｂａｔｕｒｅｓｏｆａｎｄｔｈｅｄｉｆｆｂrencesseenbetweenbothlanguageswere
thenclari6ed．
②ThemostcommonJapaneseAddress/Refbrencetermsuffices"-サンⅢandthemostcnmmnn
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④Howtherelativetermwasusedbasedonagenderandgenerationalmechanismwas
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論文審査結果の要旨
本論文執筆者の宋有幸（ソンユジェ）氏は韓国からの留学生である。
社会言語学（sociolinguistics）とは､社会の中で生きる人間､ないしその集団とのかかわりにおいて、
各言語現象あるいは言語適用を捉えようとするものである。日本では、１９４０年代末に設立された国
立国語研究所の「言語生活」研究に始まり、１９７０年代以降は欧米のsociolinguisticsの影響も受けつ
つ発展し、１９８０年代以降は日本の言語研究の－大潮流となっている。
本論文「日本語と韓国語の呼称表現の対照研究」は、そうした社会言語学的観点から、日韓両言語
の呼称表現を共時的に対照分析しようとしたものである。
従来からも日本と韓国の呼称表現に関する研究は少なくないが、特に韓国における社会言語学的観
点からの呼称表現研究はいまだ少なく、また、日本語との対照において本論文のように、「親族呼称」
｢一般呼称」「職場呼称」の三つのカテゴリーを網羅的に扱った研究はなかった。
氏は、先行研究を踏まえつつ、大量の調査データをもとに、「親族呼称」「一般呼称」「職場呼称」
における両言語の呼称表現使用の実態を明らかにし、呼称接尾辞の意味機能について対照分析すると
ともに、社会言語学的観点から両言語の呼称表現の類似点と相違点を明らかにしようとした。
調査は､自己記入式のアンケート調査を中心に､－部面接調査を併用し､日韓両国(金沢市｡ソウル市）
で実施した。収集したデータは延べ1,366名にも及ぶ。調査では「親族呼称」「一般呼称」「職場呼称」
それぞれの実態を明らかにするために設定したある場面ごとに、相手の社会的変数（性別。世代。親
疎。上下関係）による使い分けを尋ねるという煩瓊なものであったが、根気強く調査を続け、結果的
に1,300名余りの貴重なデータを得た。
論文では、まず第１章で先行研究を踏まえた後に、第２章では、今回の調査で得られた両言語にお
ける呼称表現形式と氏の内省に基づいて、呼称表現を１８種類に類型化し、①「身分職階名」型は韓
国語においては見られない、②「姓（名）＋身分職階名」型は、日本語が上司に対しても使えるのに
韓国語では上司には使えない、③「姓（名）＋身分職階名十呼称接尾辞」型は、韓国語においては一
般的であるのに対して日本語では使われない、④日本語では「親族語呼称十呼称接尾辞」型が一般的
で、韓国語では「親族語呼称」型が一般的である、等の相違点を明らかにした。
第３章では､呼称接尾辞の日本語の「～サン」と韓国語の「～ＳＳｉ」を対照分析した。「～サン」と「～
ＳＳｉ」は、従来日本語教育や韓国語教育の世界で同じ意味機能を有するかの説明されてきているが、日
本語の「～サン」が付く呼称表現６０種に対応する韓国語のそれは､｢～ＳＳｉ」が対応するのが固有名詞
(｢姓」「名」「姓名｣）に付く３種に過ぎず、ほかは「～ｍｍ」が対応するのが１７種、「～bun」が対応
するのが３種、そして残りは韓国語で接尾辞が現れないことが分かった。日本語の「～サン」は韓国
語の「～ＳＳｉ」に比べてはるかに広い範囲で使われ、「～サン」と「～ＳＳｉ」の意味機能は大きく異なる
ことが明らかになった。
第４章では、鈴木孝夫（1973）『ことばと文化」に見える「虚構的用法第２種」について考察し、
親族に対して用いられている親族語呼称とその他の類が、性別。世代別にどのようなメカニズムで用
いられているかなどについて詳しく考察した。また、父方の親族と母方の親族に用いる呼称表現形式
の違いや、親族語呼称以外の呼称にどのようなものが用いられているか、配偶者の親族に用いる呼称
表現形式等についても明らかにした。韓国語でも「虚構的用法第２種」は見られるものの、その対象
が日本語のそれと大きく異なっていたものであることが明らかになった。また、日本語には、父方と
母方に用いる呼称に形式の違いは見られないが、韓国語においては違いが見られた。
第５章では、一般呼称として用いられている呼称（親族語呼称とその他の類）と相手の性別｡世代。
親疎との関係について触れつつ、「親族語呼称の拡大使用」について考察した。一般呼称として用い
られている呼称形式は、日本語より韓国語の方が著しく多様であり、また、「親族語呼称の拡大使用」
も韓国語（412％）の方が日本語（６７％）よりもはるかに使用頻度の高いことが明らかになり、そ
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のことが、日本語の「姓十サン」の使用頻度と深い関係にあることを明らかにした。
第６章では、両言語の職場呼称の種類について、職業（公務員。会社員)、世代、'性別による違い
に触れつつ､職場での親族語呼称の使用に両言語の著しい相違点があることを明らかにした。つまり、
日本の職場呼称では全く見られなかった親族語呼称が韓国の職場では僅かではあるが確認された。
本論文中の韓国語の呼称表現データと分析結果の妥当性については、審査委員として加わっていた
だいた韓国語ネイティブの南相襲氏によっても確認されている。
検討会では、呼称表現の範囲、呼称表現と場面の関係、呼称と言及称の区別などの点での若干の問
題点の指摘もあったが、同時に本論文の成果をもとに氏の今後のさらなる研究の進展への期待の声も
聞かれた。
以上の点を総合し、審査員一同、本論文が、日本語と韓国語の呼称を網羅的に扱い、大量のデータ
をもとに２１世紀初頭の日韓呼称表現の実態を明らかにするとともに、それらを社会言語学的観点か
ら対照分析したものとして、今後、両言語の呼称表現に関する社会言語学的研究に多くの示唆を与え、
同分野の研究に大きく寄与するものであると評価した。よって、本論文を博一上（文学）の学位を授与
するに値すると判断し、合格と判定した。
－２２－
